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●●委員会等からの意見委員会等からの意見

ダム湖法面の裸地対策の検討は、慎重に進めるべきである。
水位変動幅の大きい高山ダムなどの法面の裸地緑化については、植生の安定的繁茂が困
難と考えられる。法面の崩壊防止を目的とする場合は代替案を検討するべきである。美観上
の観点のみからの施工は不要とする意見もあるので、対策事業の必要性と効果について十
分な説得力を持たせるべきである。
実施するとしても品種選定は外来種を用いるべきではない。これまでの試験実施の結果の検
証・公表と、それらの情報に基づく冷静な検討が必要である。
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ダム－１－（環境－１９）

●●進捗状況進捗状況
状況写真（ない場合はイメージ図あるいは図面）

ダム湖斜面の裸地対策を検討ダム湖斜面の裸地対策を検討

●●今後の見通し今後の見通し
モニタリングを継続するとともに緑化の試験施工を実施予定。

●●進捗状況進捗状況
高山ダム貯水池裸地部分において、緑化の試験施工を実施。

着手前

工事完成(H13.10)

現況の状況(H17.７)


